
質の高い教師の確保のための教職の魅力向上に向けた 

環境の在り方等に関する調査研究会の設置について 

令和４年１２月８日 

初等中等教育局長決定 

１．趣旨 

多様化、教育 DX、少子化等の社会変化を踏まえ、新たな学校教育が求められており、そ

れを担う質の高い教師の確保のため、教職の魅力向上を図る必要がある。 

こうした中で、学校における働き方改革の様々な取組と成果等を踏まえつつ、令和４年

度の教員勤務実態調査の結果等を踏まえ、給特法（※）等の法制的枠組みを含めた処遇等

の在り方を検討することとなっている。 

令和５年春頃に予定される速報値の公表等の後の円滑な検討に資するため、給特法等の

関連する諸制度をはじめとする検討事項に係る所要の情報収集や論点整理を進める必要

があることから、有識者や教育委員会・学校関係者により構成される「質の高い教師の確

保のための教職の魅力向上に向けた環境の在り方等に関する調査研究会」（以下「調査研究

会」という。）を設置する。 

（※）公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（昭和４６年法律第７７号） 

２．検討事項 

教員勤務実態調査の結果等を踏まえた円滑な検討に資するよう、以下の事項に係る諸外

国の状況を含む情報収集や論点整理を進める。 

（１）給与面、公務員法制・労働法制面の在り方について

（２）学校における働き方改革に係る取組状況や学校・教師の役割について

（３）学校組織体制の在り方等について

（４）その他

３．実施方法 

（１）調査研究会は、別紙の有識者や教育委員会・学校関係者の協力を得て検討を行う。 

（２）必要に応じて別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。

４．期間 

令和４年１２月２０日から令和５年１２月３１日までとする。 

５．その他 

本調査研究会の庶務は、関係局課の協力を得て初等中等教育局財務課において行う。 
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